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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第30期

第２四半期連結
累計期間

第31期
第２四半期連結
累計期間

第30期
第２四半期連結
会計期間

第31期
第２四半期連結
会計期間

第30期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自 平成21年
    ４月１日
至 平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自 平成21年
    ７月１日
至 平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

営業収益 (千円) 46,306,16746,316,92722,744,98122,699,65587,442,994

経常利益 (千円) 6,368,7078,207,4772,884,6723,410,90910,442,324

四半期(当期)純利益 (千円) 4,118,6124,341,8722,738,2381,711,3128,511,288

純資産額 (千円) ― ― 59,185,76666,875,60763,588,393

総資産額 (千円) ― ― 218,636,345227,232,817228,234,906

１株当たり純資産額 (円) ― ― 56,401.7363,622.7360,497.84

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 3,925.934,131.242,609.461,628.268,110.19

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 3,908.634,119.472,597.981,623.658,076.34

自己資本比率 (％) ― ― 27.1 29.4 27.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 5,105,5757,462,757 ― ― 12,471,943

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △9,803,980△3,363,440 ― ― △21,134,120

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,483,758△4,428,577 ― ― 8,295,426

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 4,587,2396,403,9545,435,136

従業員数 (名) ― ― 6,740 6,287 6,400

(注)  営業収益には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当企業グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。　

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、連結子会社である日東興業㈱は、平成21年８月４日に商号変更し㈱

アコーディアＡＨ１１となりました。また、連結子会社である㈱琉球リゾートは平成21年８月19日に商号変

更し㈱アコーディアＡＨ１２となりました。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年9月30日現在

従業員数(名) 6,287〔4,229〕

(注) １　当企業グループの事業の種類別セグメントはゴルフ事業のみであるため従業員数は全社共通としております。

２　従業員数は、当企業グループに籍のある従業員のみを集計した就業人員数であります。

３　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

４　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含んでおります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年9月30日現在

従業員数(名) 4,789〔2,096〕

(注) １　従業員数は、当社に籍のある従業員のみを集計した就業人員数であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含んでおります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当企業グループは、ゴルフ事業が主要な事業であるため、該当事項はありません。

  なお、当企業グループは、ゴルフ事業の単一セグメントのため、事業の種類別セグメントの情報は作成

しておりませんので、売上区分別の金額を記載しております。（以下、「販売実績」まで同じ）
　
(2) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績を示すと、次のとおりであります。
　

売上区分 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

商品(ゴルフ用品等) 625,932 △7.9

原材料等（レストラン） 1,346,077 △4.3

合計 1,972,009 △5.5

(注) １　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　ゴルフは屋外スポーツであり、当企業グループの仕入高は、気候が穏やかな春・秋に該当する第1四半期および

第3四半期に高く、気候の厳しい夏・冬に該当する第2四半期および第4四半期に低くなる傾向があります。 

　

(3) 受注実績

当企業グループは、ゴルフ事業が主要な事業であるため、該当事項はありません。
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(4) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を売上区分別に示すと、次のとおりであります。
　

売上区分 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

ゴルフ場運営 16,139,394 △0.2

レストラン 4,435,982 △3.1

ゴルフ用品販売 828,901 △3.4

その他 1,295,378 +13.2

合計 22,699,655 △0.2

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　ゴルフは屋外スポーツであり、当企業グループの販売高は、気候が穏やかな春・秋に該当する第1四半期および

第3四半期に高く、気候の厳しい夏・冬に該当する第2四半期および第4四半期に低くなる傾向があります。 

　

　

２ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」の内容について、重要な変更はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、重要な影響を及ぼす可能性のある事項は発生しておりません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、子会社を集約することによる当企業グループの連結経営体制の合

理化を目的として、下記の通り当社100％子会社同士の合併契約（共通支配下の取引）を締結いたしまし

た。

１．㈱アコーディアＡＨ11（旧日東興業㈱）と㈱アコーディアＡＨ23の合併

（1）取締役会承認日　平成21年８月19日

（2）合併の方法　㈱アコーディアＡＨ11を存続会社とする吸収合併

（3）合併期日　平成21年10月1日

（4）事業の内容　ゴルフ場の運営

　

２．㈱アコーディアＡＨ12（旧㈱琉球リゾート）及びスポーツ振興㈱並びに㈱パームヒルズゴルフ　

　　リゾートの合併

（1）取締役会承認日　平成21年８月19日

（2）合併の方法　㈱アコーディアＡＨ12を存続会社とする吸収合併

（3）合併期日　平成21年10月1日

（4）事業の内容　ゴルフ場の運営

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当企業グループは、ゴルフ事業の単一セグメントであり、また、本邦以外の国又は地域に所在する連結子

会社及び在外支店等がないため、事業の種類別セグメント及び所在地別セグメントごとの記載は行ってお

りません。
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(1)経営成績の分析

当第2四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業の在庫調整の一巡など一部の経済指標で改善の

兆しは見られたものの、雇用情勢や所得水準の落ち込みなど景気悪化を背景に個人消費は、弱含みのまま

推移いたしました。

　当企業グループが属するゴルフ業界は、プレー需要は底堅く推移するものの景気悪化の影響を受け、収

益環境は弱含み傾向にあります。

　このような環境の下、当企業グループは、以下の経営活動に取り組みました。

 

（ゴルフ場運営事業）

　当第2四半期連結会計期間は、お客様にプレー価格以上の満足感を実感していただくサービスの提供、ゴ

ルフ練習場と連携したポイントキャンペーンの実施による新規顧客の創造を進めた結果、ゴルフ場入場

者数（当企業グループの保有コースおよび運営受託契約を締結しているコースの入場者数）は、204万人

（前年同期間194万人）となりました。また、お客様ニーズに即した業務の最適化により人件費を中心に

コスト削減を進めるなど、各ゴルフ場の競争力強化を図りました。

　

（ゴルフ場の取得とゴルフ場ポートフォリオの最適化）

　経済環境の悪化を背景として、ゴルフ場の買収案件は増加傾向にあり、適時優良案件の見極めと取得の

交渉を進め、再生計画の認可決定後に子会社化する予定のゴルフ場1コースのスポンサー契約を締結いた

しました。また、将来的に収益の向上が見込めないゴルフ場1コースについて売却契約締結を行いました。

これにより、当第2四半期連結会計期間末現在の保有コース数は123コースとなり、また、ゴルフ場の運営

に係る契約を締結しているコース数は8コースとなりました。

 

（ゴルフ練習場運営事業）

　当企業グループが運営するゴルフ練習場および提携するゴルフ練習場と、当企業グループが運営するゴ

ルフ場で連携したポイントキャンペーンを進めるなど、シナジー効果のあるサービスを進めました。ま

た、8月にアコーディア・ガーデン甲子園浜の開業、神戸市にて来年１月開業予定のゴルフ練習場の開発

を進めるなど、事業基盤の拡充を進めております。これにより、当第2四半期連結会計期間末現在の運営ゴ

ルフ練習場数は13ヶ所となりました。

 

これらの結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、営業収益が前第２四半期連結会計期間と比較し

（以下対前年同期比という）45,325千円（△0.2％）減少し22,699,655千円となりました。営業費用は、

費用の削減活動を行ったこと等により対前年同期比で589,184千円減少いたしました。これらにより営業

利益は、対前年同期比543,859千円（16.7％）増加し3,800,761千円となりました。経常利益は、営業利益

が増加したこと、また、一方でシンジケートローン手数料が21,000千円費用発生したこと等により対前年

同期比526,236千円（18.2％）増加の3,410,909千円となりました。四半期純利益は、前第２四半期連結会

計期間に関係会社株式の売却益が多額であったこと及び税務上の繰越欠損金が減少したことに伴う法人

税等合計の負担率が増加したこと等により対前年同期比1,026,925千円（△37.5％）減少し1,711,312千

円となりました。
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(2)財政状態の分析

(資産)

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比較し1,002,089千円減少し

227,232,817千円となりました。減少の主な内容は、ゴルフ場の増加等に伴い有形固定資産が7,831,096千

円増加したものの、㈱大津カントリークラブが連結子会社になったことに伴う長期貸付金の連結消去等

による7,253,171千円の減少及び四半期純利益により税務上の繰越欠損金が減少したことに伴い流動資

産のその他に含まれる繰延税金資産(流動資産)が1,117,905千円減少したこと等によるものであります。

(負債)

負債合計は、前連結会計年度末と比較し4,289,302千円減少し160,357,210千円となりました。減少の主

な内容は、流動負債のその他に含まれる前受収益の営業収益計上に伴う減少3,546,838千円、短期借入金

2,400,000千円の減少、長期借入金1,114,314千円の減少、未払法人税等2,152,259千円の増加等によるも

のであります。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末と比較し3,287,213千円増加し66,875,607千円となりました。増加の

主な内容は、当第２四半期連結累計期間の四半期純利益4,341,872千円と利益剰余金からの配当

1,050,908千円を差し引き利益剰余金が3,290,964千円増加したこと等によるものであります。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期

連結会計期間末と比較し1,816,714千円増加し6,403,954千円となりました。

　各活動別のキャッシュ・フローの状況につきましては以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において営業活動により得られた資金は、前第２四半期連結会計期間と比

較し2,175,434千円増加の4,436,550千円となりました。増加の主な内容は、税金等調整前四半期純利益が

53,411千円減少したものの、前連結会計年度に仮納付した法人税等が子会社の合併等により当第２四半

期連結会計期間において還付となり法人税等の支払額で1,018,006千円の増加となったこと、前第２四半

期連結会計期間に発生した関係会社株式売却益が当第２四半期連結会計期間には無かったため532,328

千円増加したこと、未払金の増減額で374,831千円の増加になったこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において投資活動により使用した資金は、前第２四半期連結会計期間と比

較し1,714,893千円減少し1,564,871千円となりました。減少の主な内容は、有形固定資産の取得による支

出で使用した資金が1,788,848千円減少したこと、前第２四半期連結会計期間に発生した連結の範囲の変

更を伴う子会社株式の取得による収入691,196千円が当第２四半期連結会計期間には無くなったものの、

前第２四半期連結会計期間に発生した更正会社へのスポンサー出資中間金の支払による支出720,000千

円が当第２四半期連結会計期間には無かったこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において財務活動により使用した資金は、前第２四半期連結会計期間と比

較し1,642,870千円増加し4,056,917千円となりました。増加の主な内容は、短期借入金の純増減額で返済

により使用した資金が2,920,000千円増加したものの、長期借入れによる収入で調達した資金が

1,400,000千円増加したこと等によるものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社アコーディア・ゴルフ(E04749)

四半期報告書

 7/42



(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当企業グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

改修、除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,990,000

計 3,990,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,051,018 1,051,018
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株制度を採用しておりませ
ん。

計 1,051,018 1,051,018― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成21年11月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権

①第1回新株予約権

　

取締役会決議日（平成18年３月30日）

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年9月30日)

新株予約権の数(個) 19,640

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 19,640

新株予約権の行使時の払込金額(円) 135,000

新株予約権の行使期間
自　平成20年４月21日
至　平成25年４月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　135,000
資本組入額　 67,500

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １．当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。た

だし、かかる調整は、当該調整時点で行使されていない本新株予約権の目的たる株式数のみ行われる。調整に

より生じる１株未満の端株については切り捨てるものとする。

　
調整後株式数＝調整前株式数×株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、本新株予約権の目的たる株式数について、合理的な範囲で必要と認める調整を
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行うことができる。

２．本新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、株式分割の場合は株式分割のための株式

割当日の翌日以降、株式併合の場合は株式併合の効力発生の時をもって、次の算式により払込金額を調整し、

調整により生ずる1円未満の端数は切り上げるものとする。

　

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、払込金額について、合理的な範囲で必要と認める調整を行うことができる。

３．新株予約権の行使条件は下記の通りである。

①上場の日後1ヶ月を経過するまでは、新株予約権を一切行使することができないものとする。

②当社の株券が上場される日まで継続的に、当社または当社子会社の取締役、執行役員、監査役または従業員

であることを要する。

③その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約書」に定めるとこ

ろによる。

４．新株予約権の譲渡に関する事項は下記の通りである。

新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要するものとする。なお、上記新株予約権割当契約書に

もとづき、新株予約権を第三者に譲渡、質入その他の一切の処分をすることができないものとする。
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　②第2回Ａ種新株予約権

　

取締役会決議日（平成18年３月30日）

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年9月30日)

新株予約権の数(個) 200

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 200

新株予約権の行使時の払込金額(円) 1

新株予約権の行使期間
自　平成18年４月21日
至　平成25年４月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　1
資本組入額　1

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １．当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。た

だし、かかる調整は、当該調整時点で行使されていない本新株予約権の目的たる株式数のみ行われる。調整に

より生じる１株未満の端株については切り捨てるものとする。

　
調整後株式数＝調整前株式数×株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、本新株予約権の目的たる株式数について、合理的な範囲で必要と認める調整を

行うことができる。

２．本新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、株式分割の場合は株式分割のための株式

割当日の翌日以降、株式併合の場合は株式併合の効力発生の時をもって、次の算式により払込金額を調整し、

調整により生ずる1円未満の端数は切り上げるものとする。

　

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、払込金額について、合理的な範囲で必要と認める調整を行うことができる。

３．新株予約権の行使条件は下記の通りである。

①上場の日後1年を経過するまでは、新株予約権を一切行使することができないものとする。

②当社の株券が上場される日まで継続的に、当社の取締役、執行役員、監査役または従業員であることを要す

る。

③その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約書」に定めるとこ

ろによる。

４．新株予約権の譲渡に関する事項は下記の通りである。

新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要するものとする。なお、上記新株予約権割当契約書に

もとづき、新株予約権を第三者に譲渡、質入その他の一切の処分をすることができないものとする。
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③第2回Ｂ種新株予約権

　

取締役会決議日（平成18年３月30日）

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年9月30日)

新株予約権の数(個) 630

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 630

新株予約権の行使時の払込金額(円) 1

新株予約権の行使期間
自　平成20年１月 1日
至　平成25年４月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　1
資本組入額　1

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １．当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。た

だし、かかる調整は、当該調整時点で行使されていない本新株予約権の目的たる株式数のみ行われる。調整に

より生じる１株未満の端株については切り捨てるものとする。

　
調整後株式数＝調整前株式数×株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、本新株予約権の目的たる株式数について、合理的な範囲で必要と認める調整を

行うことができる。

２．本新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、株式分割の場合は株式分割のための株式

割当日の翌日以降、株式併合の場合は株式併合の効力発生の時をもって、次の算式により払込金額を調整し、

調整により生ずる1円未満の端数は切り上げるものとする。

　

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、払込金額について、合理的な範囲で必要と認める調整を行うことができる。

３．新株予約権の行使条件は下記の通りである。

①上場の日後1年を経過するまでは、新株予約権を一切行使することができないものとする。

②平成20年１月１日と当社の株券が上場される日まで継続的に、当社の取締役、執行役員、監査役または従業

員であることを要する。

③その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約書」に定めるとこ

ろによる。

４．新株予約権の譲渡に関する事項は下記の通りである。

新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要するものとする。なお、上記新株予約権割当契約書に

もとづき、新株予約権を第三者に譲渡、質入その他の一切の処分をすることができないものとする。
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④第2回Ｃ種新株予約権

　

取締役会決議日（平成18年３月30日）

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年9月30日)

新株予約権の数(個) 929

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 929

新株予約権の行使時の払込金額(円) 1

新株予約権の行使期間
自　平成21年１月 1日
至　平成25年４月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　1
資本組入額　1

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １．当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。た

だし、かかる調整は、当該調整時点で行使されていない本新株予約権の目的たる株式数のみ行われる。調整に

より生じる１株未満の端株については切り捨てるものとする。

　
調整後株式数＝調整前株式数×株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、本新株予約権の目的たる株式数について、合理的な範囲で必要と認める調整を

行うことができる。

２．本新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、株式分割の場合は株式分割のための株式

割当日の翌日以降、株式併合の場合は株式併合の効力発生の時をもって、次の算式により払込金額を調整し、

調整により生ずる1円未満の端数は切り上げるものとする。

　

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、払込金額について、合理的な範囲で必要と認める調整を行うことができる。

３．新株予約権の行使条件は下記の通りである。

①上場の日後1年を経過するまでは、新株予約権を一切行使することができないものとする。

②平成21年１月１日と当社の株券が上場される日まで継続的に、当社の取締役、執行役員、監査役または従業

員であることを要する。

③その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約書」に定めるとこ

ろによる。

４．新株予約権の譲渡に関する事項は下記の通りである。

新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要するものとする。なお、上記新株予約権割当契約書に

もとづき、新株予約権を第三者に譲渡、質入その他の一切の処分をすることができないものとする。
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⑤第2回Ｄ種新株予約権

　

取締役会決議日（平成18年３月30日）

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年9月30日)

新株予約権の数(個) 1,210

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 1,210

新株予約権の行使時の払込金額(円) 1

新株予約権の行使期間
自　平成22年１月 1日
至　平成25年４月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　1
資本組入額　1

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注) １．当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。た

だし、かかる調整は、当該調整時点で行使されていない本新株予約権の目的たる株式数のみ行われる。調整に

より生じる１株未満の端株については切り捨てるものとする。

　
調整後株式数＝調整前株式数×株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、本新株予約権の目的たる株式数について、合理的な範囲で必要と認める調整を

行うことができる。

２．本新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、株式分割の場合は株式分割のための株式

割当日の翌日以降、株式併合の場合は株式併合の効力発生の時をもって、次の算式により払込金額を調整し、

調整により生ずる1円未満の端数は切り上げるものとする。

　

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

株式分割・株式併合の比率

　
また、当社が、本新株予約権発行後、合併する場合、株式交換もしくは株式移転を行う場合、その他調整の必

要が生じた場合には、当社は、払込金額について、合理的な範囲で必要と認める調整を行うことができる。

３．新株予約権の行使条件は下記の通りである。

①上場の日後1年を経過するまでは、新株予約権を一切行使することができないものとする。

②平成22年１月１日と当社の株券が上場される日まで継続的に、当社の取締役、執行役員、監査役または従業

員であることを要する。

③その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約書」に定めるとこ

ろによる。

４．新株予約権の譲渡に関する事項は下記の通りである。

新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要するものとする。なお、上記新株予約権割当契約書に

もとづき、新株予約権を第三者に譲渡、質入その他の一切の処分をすることができないものとする。
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(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日
(注)

50 1,051,018 0 10,940,979 ─ 14,140,470

(注)　新株予約権の行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

サウス・ウインド・リアルティ
・ファイナンス・ケイマン・カ
ンパニー

東京都港区西麻布3丁目20-16西麻布アネック
ス

470,587 44.8

シービーニューヨーク　オービス
　エスアイシーアーヴィー
（常任代理人シティバンク銀行
㈱）

 
（東京都品川区東品川2丁目3-14）

47,667 4.5

日本マスタートラスト信託銀行
㈱（信託口）

東京都港区浜松町2丁目11-3 33,638 3.2

日本トラスティ・サービス信託
銀行㈱（信託口）

東京都中央区晴海1丁目8-11 29,228 2.8

日本トラスティ・サービス信託
銀行㈱（信託口9）

東京都中央区晴海1丁目8-11 26,330 2.5

資産管理サービス信託銀行㈱
（年金信託口）

東京都中央区晴海1丁目8-12晴海アイランド
トリトンスクエアオフィスタワーＺ棟

19,986 1.9

㈱オリンピア 東京都台東区東上野2丁目11-7 19,893 1.9

ジエーピーモルガンチエース　オ
ツペンハイマー　ジヤスデツク　
レンデイング　アカウント
（常任代理人㈱三菱東京UFJ銀
行）

 
(東京都千代田区丸の内2丁目7-1)

8,000 0.8

野村信託銀行㈱　（投信口） 東京都千代田区大手町2丁目2-2 7,621 0.7

ザ　ベイリー　ギフォード　ジャパ
ン　トラスト　ビーエルシー
（常任代理人㈱みずほコーポ
レート銀行決済営業部）

 
(東京都中央区月島4丁目16-13)

6,727 0.6

計 ― 669,677 63.7

（注）　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）　　　　　　　　33,239株

  日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口）    　   　 27,329株

　日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口9）      　　 26,330株

　資産管理サービス信託銀行㈱（年金信託口）　　　　　　　　19,986株

  野村信託銀行㈱　（投信口）　　　　　　　　　　　　　　 　7,621株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ─ ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,051,018
1,051,018 ―

単元未満株式 ─ ― ―

発行済株式総数 1,051,018― ―

総株主の議決権 ― 1,051,018 ―

(注)　証券保管振替機構名義の株式はありません。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 ― ─ ─ ─ ─

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　4月 　5月 　6月 7月 8月 9月

最高(円) 57,20075,40082,20080,00093,50093,400

最低(円) 51,50057,20074,00070,60078,20083,700

(注)株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。　
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年7月1日から平成20年9月30日まで)及び前第２四半期連結累

計期間(平成20年4月１日から平成20年9月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２

四半期連結会計期間（平成21年7月1日から平成21年9月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21

年4月1日から平成21年9月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年7月1

日から平成20年9月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年4月1日から平成20年9月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、当第２四半期連結

会計期間（平成21年7月1日から平成21年9月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年4月1日か

ら平成21年9月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期

レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、平成21年7月1日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,453,954 5,485,136

営業未収入金 4,939,973 5,410,774

商品 1,842,984 1,772,662

原材料及び貯蔵品 344,754 283,283

その他 4,114,451 5,914,491

貸倒引当金 △927,672 △926,467

流動資産合計 16,768,447 17,939,880

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 35,682,882 33,843,674

ゴルフコース 95,133,728 92,665,217

土地 38,466,385 36,903,935

その他（純額） 7,368,232 5,407,305

有形固定資産合計 ※
 176,651,229

※
 168,820,133

無形固定資産

のれん 27,543,388 28,316,242

その他 4,139,494 4,220,544

無形固定資産合計 31,682,882 32,536,787

投資その他の資産

長期貸付金 274,445 7,527,616

その他 3,588,418 2,907,124

貸倒引当金 △1,732,604 △1,496,635

投資その他の資産合計 2,130,258 8,938,105

固定資産合計 210,464,370 210,295,026

資産合計 227,232,817 228,234,906
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,467,612 1,939,006

短期借入金 1,150,000 3,550,000

1年内返済予定の長期借入金 5,798,880 5,642,370

未払法人税等 2,818,917 666,658

引当金 1,896,336 1,519,831

その他 8,556,064 13,404,925

流動負債合計 22,687,811 26,722,792

固定負債

社債 21,400,000 21,400,000

長期借入金 67,358,129 68,472,444

入会保証金 28,183,355 28,672,326

その他 20,727,913 19,378,950

固定負債合計 137,669,398 137,923,721

負債合計 160,357,210 164,646,513

純資産の部

株主資本

資本金 10,940,979 10,940,979

資本剰余金 20,622,481 20,622,481

利益剰余金 35,305,176 32,014,212

株主資本合計 66,868,637 63,577,673

少数株主持分 6,969 10,720

純資産合計 66,875,607 63,588,393

負債純資産合計 227,232,817 228,234,906
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業収益 46,306,167 46,316,927

営業費用

事業費 36,296,346 35,288,542

販売費及び一般管理費 ※1
 2,361,856

※1
 2,030,447

営業費用合計 38,658,202 37,318,989

営業利益 7,647,964 8,997,938

営業外収益

受取利息 4,495 24,124

受取賃貸料 54,262 29,194

利用税等報奨金 33,239 37,783

その他 55,825 54,781

営業外収益合計 147,822 145,882

営業外費用

支払利息 913,860 871,957

シンジケートローン手数料 490,000 21,000

その他 23,219 43,385

営業外費用合計 1,427,079 936,343

経常利益 6,368,707 8,207,477

特別利益

固定資産売却益 21,098 14,275

受取補償金 77,461 －

保険差益 18,136 8,731

関係会社株式売却益 532,328 167,295

その他 21,034 20,018

特別利益合計 670,060 210,321

特別損失

固定資産除売却損 62,126 75,004

災害による損失 20,231 18,216

関係会社株式売却損 － 195,280

その他 367 76,640

特別損失合計 82,725 365,142

税金等調整前四半期純利益 6,956,042 8,052,657

法人税、住民税及び事業税 3,138,494 2,576,835

法人税等調整額 △300,837 1,137,700

法人税等合計 2,837,657 3,714,535

少数株主損失（△） △228 △3,750

四半期純利益 4,118,612 4,341,872
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

営業収益 22,744,981 22,699,655

営業費用

事業費 18,294,948 17,824,769

販売費及び一般管理費 ※1
 1,193,130

※1
 1,074,124

営業費用合計 19,488,078 18,898,894

営業利益 3,256,902 3,800,761

営業外収益

受取利息 2,329 3,777

受取賃貸料 19,874 15,919

利用税等報奨金 23,477 26,199

還付加算金 － 22,015

その他 34,746 12,636

営業外収益合計 80,427 80,548

営業外費用

支払利息 446,879 431,669

シンジケートローン手数料 － 21,000

その他 5,778 17,731

営業外費用合計 452,658 470,401

経常利益 2,884,672 3,410,909

特別利益

固定資産売却益 21,086 6,430

受取補償金 38,895 －

償却債権取立益 － 11,825

保険差益 2,718 8,731

関係会社株式売却益 532,328 －

その他 2,337 －

特別利益合計 597,366 26,987

特別損失

固定資産除売却損 37,825 35,371

災害による損失 8,637 10,200

その他 － 10,161

特別損失合計 46,463 55,732

税金等調整前四半期純利益 3,435,575 3,382,163

法人税、住民税及び事業税 1,664,788 1,238,740

法人税等調整額 △967,240 433,491

法人税等合計 697,547 1,672,231

少数株主損失（△） △210 △1,380

四半期純利益 2,738,238 1,711,312
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,956,042 8,052,657

減価償却費 1,485,895 1,823,438

のれん償却額 1,615,252 1,598,506

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,744 △3,370

賞与引当金の増減額（△は減少） △113,390 75,912

ポイント引当金の増減額（△は減少） 103,127 104,923

株主優待引当金の増減額(△は減少) 12,000 187,000

受取利息 △4,495 △24,124

支払利息 913,860 871,957

固定資産除売却損益（△は益） 41,027 60,728

関係会社株式売却損益（△は益） △532,328 27,984

売上債権の増減額（△は増加） 1,012,117 472,304

仕入債務の増減額（△は減少） 233,545 474,530

未払金の増減額（△は減少） △457,025 328,169

前受収益の増減額（△は減少） △3,311,818 △3,561,346

その他 89,560 △490,087

小計 8,029,627 9,999,186

利息の受取額 2,502 23,722

利息の支払額 △912,275 △872,571

法人税等の支払額 △2,014,278 △1,687,579

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,105,575 7,462,757

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,542,478 △3,717,671

有形固定資産の売却による収入 51,340 20,836

無形固定資産の取得による支出 △304,830 △110,799

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△3,901,014 △1,624

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

691,196 667,830

短期貸付金の増減額（△は増加） 375 －

長期貸付金の回収による収入 10,750 －

更生会社へのスポンサー出資中間金の支払いに
よる支出

△720,000 －

民事再生会社へのスポンサー拠出金の支払いに
よる支出

－ △260,000

その他 △89,321 37,987

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,803,980 △3,363,440
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,580,000 △2,400,000

長期借入れによる収入 70,000,000 2,100,000

長期借入金の返済による支出 △63,154,000 △3,057,804

株式の発行による収入 0 0

自己株式の売却による収入 72,246 －

配当金の支払額 △1,035,982 △1,041,298

長期預り金の受入による収入 193,900 284,820

その他 △12,405 △314,294

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,483,758 △4,428,577

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,214,646 △329,260

現金及び現金同等物の期首残高 5,801,886 5,435,136

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 1,298,078

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,587,239

※
 6,403,954
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

（連結の範囲の変更）

連結子会社数20社

　第１四半期連結会計期間において、平成21年4月に株式取得により高倉不動産㈱を、平成21年5月に会社更生

手続きの終結により㈱大津カントリークラブを新たに連結の範囲に含めております。

　連結子会社であるスポーツ振興㈱は、平成21年4月に会社分割により㈱栗駒ゴルフクラブ及び㈱播州カント

リークラブを設立いたしましたが、同日に全株式を売却したため設立した2社は、連結の範囲から除いており

ます。また、連結子会社である㈱アコーディアＡＨ２３は、平成21年4月に会社分割により㈱金沢ゴルフクラ

ブを設立いたしましたが、同日に全株式を売却したため連結の範囲から除いております。

　当第２四半期連結会計期間において、連結子会社である日東興業㈱は、平成21年８月４日に商号変更し㈱ア

コーディアＡＨ１１となりました。また、連結子会社である㈱琉球リゾートは平成21年８月19日に商号変更

し㈱アコーディアＡＨ１２となりました。
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【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

（四半期連結貸借対照表関係）

前第２四半期連結会計期間において流動資産の「その他」に含まれていた「貯蔵品」については、「四半

期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」の改正により第1四半期連結会計期間より「原材

料」と合算し「原材料及び貯蔵品」として表示しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間末の流動資産の「その他」に含まれている「貯蔵品」は、347,733千円で

あります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結会計期間において営業外収益の「その他」に含まれていた「還付加算金」については、

営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれていた「還付加算金」は、4,817千円

であります。

前第２四半期連結会計期間において特別利益の「その他」に含まれていた「償却債権取立益」について

は、特別利益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間の特別利益の「その他」に含まれていた「償却債権取立益」は、2,255千

円であります。

 

　

　

　

【簡便な会計処理】

　

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　 至　平成21年９月30日)

　　　該当事項はありません。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
　　当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　 至　平成21年９月30日)

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額  16,730,834千円※　有形固定資産の減価償却累計額 　15,462,667千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年９月30日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次のとおりであります。 　

給与手当 485,124千円

貸倒引当金繰入額 15,551千円

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次のとおりであります。 　

貸倒引当金繰入額 5,105千円

  ２．ゴルフは屋外スポーツであり、当企業グループの

営業収益及び営業費用は、気候が穏やかな春・秋

に該当する第1四半期および第3四半期に高く、気

候の厳しい夏・冬に該当する第2四半期および第

4四半期に低くなる傾向があります。 

 

  ２．ゴルフは屋外スポーツであり、当企業グループの

営業収益及び営業費用は、気候が穏やかな春・秋

に該当する第1四半期および第3四半期に高く、気

候の厳しい夏・冬に該当する第2四半期および第

4四半期に低くなる傾向があります。 　

 

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
 至　平成21年９月30日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次のとおりであります。 　

給与手当 244,446千円

貸倒引当金繰入額 1,615千円

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次のとおりであります。 　

貸倒引当金繰入額 1,139千円

  ２．ゴルフは屋外スポーツであり、当企業グループの

営業収益及び営業費用は、気候が穏やかな春・秋

に該当する第1四半期および第3四半期に高く、気

候の厳しい夏・冬に該当する第2四半期および第

4四半期に低くなる傾向があります。 　

 

  ２．ゴルフは屋外スポーツであり、当企業グループの

営業収益及び営業費用は、気候が穏やかな春・秋

に該当する第1四半期および第3四半期に高く、気

候の厳しい夏・冬に該当する第2四半期および第

4四半期に低くなる傾向があります。 　
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,587,239千円

現金及び現金同等物 4,587,239千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 6,453,954千円

預入期間3ヶ月超の定期預金 △50,000千円

現金及び現金同等物 6,403,954千円

　

EDINET提出書類

株式会社アコーディア・ゴルフ(E04749)

四半期報告書

32/42



(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,051,018

　

　

２　配当に関する事項

　 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年6月29日
定時株主総会

普通株式 1,050,9081,000平成21年3月31日平成21年6月30日 利益剰余金
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)、当第２四半期連結累計期

間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)及び前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日

 至  平成20年９月30日)、当第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)

  当企業グループの事業は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一事業であります。従いまして、開

示対象となるセグメントがないため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)、当第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)及び前第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至

平成20年９月30日)、当第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店等がないため、所在地別セグメント情報は記

載しておりません。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)、当第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)及び前第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至

平成20年９月30日)、当第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)

　海外との取引がないため、海外売上高は記載しておりません。
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(１株当たり情報)

　

１  １株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 63,622.73円
　

　 　

　 60,497.84円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 66,875,607 63,588,393

純資産の部の合計額から控除する金額(千円)
6,969 10,720

（少数株主持分）

普通株式に係る純資産額(千円) 66,868,637 63,577,673

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 1,051,018 1,050,908

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 3,925.93円

潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額

3,908.63円
　

１株当たり四半期純利益金額 4,131.24円

潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額

4,119.47円
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 4,118,612 4,341,872

普通株式に係る四半期純利益(千円) 4,118,612 4,341,872

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 1,049,079 1,050,983

四半期純利益調整額(千円) ─ ─

普通株式増加数(株) 4,642 3,004

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

─ ─
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 2,609.46円

潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額

2,597.98円
　

１株当たり四半期純利益金額 1,628.26円

潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額

1,623.65円
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 2,738,238 1,711,312

普通株式に係る四半期純利益(千円) 2,738,238 1,711,312

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 1,049,347 1,051,007

四半期純利益調整額(千円) ─ ─

普通株式増加数(株) 4,640 2,980

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

─ ─
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(重要な後発事象)

  当第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)

１．当社の連結子会社である㈱アコーディアＡＨ11及び㈱アコーディアＡＨ23は平成21年10月1日

　　に合併いたしました。

（1）企業結合の法的形式　　㈱アコーディアＡＨ11を存続会社とする吸収合併

（2）事業の内容　　ゴルフ場の運営

（3）結合後企業の名称　　㈱アコーディアＡＨ11

（4）取引の目的　　子会社を集約する当企業グループの連結経営体制の合理化

（5）実施した会計処理の概要

　　「企業結合に係る会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用　

　　　指針」に基づき共通支配下の取引として会計処理を行っております。

　

２．当社の連結子会社である㈱アコーディアＡＨ12及びスポーツ振興㈱並びに㈱パームヒルズゴ

　　ルフリゾートは平成21年10月1日に合併いたしました。

（1）企業結合の法的形式　　㈱アコーディアＡＨ12を存続会社とする吸収合併

（2）事業の内容　　ゴルフ場の運営

（3）結合後企業の名称　　㈱アコーディアＡＨ12

（4）取引の目的　　子会社を集約する当企業グループの連結経営体制の合理化 

（5）実施した会計処理の概要

　　「企業結合に係る会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用　

　　　指針」に基づき共通支配下の取引として会計処理を行っております。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月13日

株式会社アコーディア・ゴルフ

取締役会  御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　浅　　枝　　芳　　隆　㊞  

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　國　　本　　　　望　　㊞
　

　 　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アコーディア・ゴルフの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結

会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アコーディア・ゴルフ及び連結子会

社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結

累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
※　 １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管している。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月11日

株式会社アコーディア・ゴルフ

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　浅　　枝　　芳　　隆　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　國　　本　　　　　望　　㊞

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アコーディア・ゴルフの平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間（平成21年７月1日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アコーディア・ゴルフ及び連結子会

社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結

累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

１． 重要な後発事象に記載されているとおり、会社の連結子会社である株式会社アコーディアAH11　

　　　 及び株式会社アコーディアAH23は、平成２１年１０月１日に株式会社アコーディアAH11を存続

　　　 会社とする吸収合併を行った。

  ２． 重要な後発事象に記載されているとおり、会社の連結子会社である株式会社アコーディアAH12 

       及びスポーツ振興株式会社並びに株式会社パームヒルズゴルフリゾートは、平成２１年１０月 

       １日に株式会社アコーディアAH12を存続会社とする吸収合併を行った。　

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
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※1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提出会

社が別途保管している。

　2.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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